
、、”　’3to6

像ζ谷を生じでい

るが，これは小迎

角では主として帆

の揚力か推力に寄

與しているが迎角

が大きくなるとジ

攣罐難錨
　　　く　　　　　　　　　N
する．それより迎

　　　　　　　ピ角が増加して90°

をこえると今度は

抗力が擢力に役立

つてきて推力が塘

加するからである∴、

　3）揚航比およ

び最X揚力係敷

’帆も一種の翼であ

　り，揚抗比の高い

　ものほど風上に切

上るごとができる

ので，この揚抗比

あ大ノNま帆の性能

鋼定上大切な因子

である．大瞳實験

に用いた帆の形で

は揚九抗力が，
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　　　　一　　、　・　1　己生窪、研・‘・eei・
　tS　　ぢ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　thin＋

3：1位が最大であろ七，大睡詰開き齢近でえられ⑤ま

、た，最大揚力係籔は約O．5であ今（，大醗迎角6◎°～90°、

でえられる．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま　いずれも固定翼型にくらダて格段に性能が低いがこPt　’

は薄い布で作つてある謡，’重量の鮎等を考えると止むを‘

得ないととであろう．　　　．

　4）詰開き角　艇添風に鍔して何度まで切上ることが
　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　bU

できるかということは，性能上非常に大切なことであ

る．帆の推力と艇禮に封する風の漣角との開係を示すと

簾13圖のよ5に
なる．第13圖で推

推力が0となつて

NS，るところが詰開数

き角である．

　質験では大髄餌
25°～30° Qえられ・0．2

た・これは相封風0・1

向に野するもので

あるから，艇の速

度を考えると蜜際　　　　t’第13圓

の風晦きはもつと大きな角度になるわけである・

　この蜜瞼による角度は相似則の闘係等で絶封的にはそ

のまま信用できないが，比較實瞼により，どの帆は詰開

き角が小さいということは求められるわけである・

｝
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ボンプ作用に關する

一、般論と澄ソプの

系列に關する考察

宮　津　　純（機M）

　　流髄に外部から與えるエネルギと，途中で失うエネ

　ルギとの差が，ポンプの水仕事になることはいうまで

　＄ない．エネルギの輿え方には（1）外力の作用による

　亀の（2）エネルギを持つ流髄を作用さeるもの（3）流

　髄摩擦の作用によるものがある・（1）の例には歯車ポ

　ンプ（2）の例にはジェツト深ンプがあり（3）に摩擦ポ

　ンプである．

　　（1）または（2）に馬するものも副次作用として摩擦

　の影響をまぬがれることは困難であb，（3）に燭する

　ものには（1）または（2）の加わる易合がある．ときに

’はその何れが主であるか判定しにくい揚合もある．

　　ボンプに限らず一般に流髄機械を，作用の上から

　（3）とそれ以外の’ものとをむすぶ系列において考え，

　特定の機機についてはその双方から考察をすすある‘e

　とにすれば，特性の推定を行うにも改良の方針をたて

　るにも，種々の手掛りをうるζとができると患われ

＼

る．

　ウエスコポンプを例にとる．とれは粘力ポンプの驕

勧颪に突起をつけた構邉のものであつe，突起の回韓

によつて流髄は凱されながら引きずられ，構澄に慮じ

て副衣の流れも誘導する．　　　　　”

　i突起を（1）爲しれ装i置とみる揚合には鳳れ摩i擦審ゾプ

として特聴求めること拠嚢・（2）蹴淋を騨・
する装置とみたり，歯車ボンプの歯のような輪蓬箱と

みれば，摩擦によらないものとしての特性が考えられ

る．（3）また上のものの聯成作用としての特性も考え

られる・　　　　　　　’　　　　　　　　　、

　この潔ンプの特性が（1）によつてあらわされるこ

とはいまま竜にわかつている．．しかし概れの内容ぶ宋

知であるためにそii．を（3）と解繹する像地もある．

　突起によつて歯車ポンプのような輪邊作用渉加わる

とみて，それと粘力作用とNの聯威された特性輩求める

と，ウエスコポンプの特性として妥當なものぶえられ

る．よつてこれが粘力潔ンプと歯車濯ンプとの中闘の

位置を占め．るとみるのも一一つの見方となる．雨者のい

ずれに近いかというごと，および他の解繹にょるもの

と比ぺてい舞がetesで6耀・朽ことは，膚鋤ポ・

實際に近いかによつて判定される．（1950・4・28）
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